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希望ある日本の再生に向けて

農業環境技術研究所非常勤監事　堀 雅文

本は88位。国の競争力順位ではない、オリ

ンピックのメダル獲得数でもない。国民が

肌で感じる「幸福度」の順位である。英レスター

（Leicester）大学のホワイト（A. G. White）教授

らが2006年に発表したもので、国力や産業構造の

似通うドイツ（33位）やイギリス（41位）に比べて

格段に低い。【出典：White, A. G.（2007）“A Global 

Projection of Subjective Well-Being: A Challenge 

To Positive Psychology?”】

　50年前の日本はどうだっただろう。後に「団塊

の世代」と呼ばれることになる大量の子供たちが小

学校に通い始めたころである。みんな希望に燃え

ていた。貧しくても希望があった。敗戦という最

悪の状況から這い上がり、繁栄への道をひたすら

駆ける喜びがあったのではないだろうか。1964

年にはアジア初のオリンピックを開催し、79年に

はアメリカの社会学者エズラ・ヴォーゲルから

「ジャパン・アズ・ナンバーワン」と絶賛された。

80年代には、後に「バブル」と呼ばれることになる

空前の好景気もあった。

　だが、この国はその後の10年で希望なき社会へ

変容をとげた。21世紀初頭の「構造改革」も、国民

の希望と幸福感を取り戻すことはできなかった。

結果が「幸福度88位」である。

　アメリカはどうか。英レスター大学の幸福度調

査では16位だ。イラク・アフガニスタン戦争で

3万人以上の戦死者を出し、繁栄の象徴であった三

大自動車メーカーがビッグスリーからデトロイト・

スリーに凋落し、貧富の格差が極端に拡大してい

る。それでも、アメリカ国民は未来への希望を捨て

ず、“Change We Can Believe In”（私たちの信じ

られる変化）を掲げる47歳の男を大統領に選んだ。

　この違いは何か。アメリカ人は明日をも知れぬ

狩猟民族だから、シナリオなき変化にも希望を見

いだせるのかもしれない。対して日本人は計画的

な農耕民族だから、シナリオなき変化を嫌う。な

らば、必要なのは日本人が希望を取り戻せるシナ

リオを示すことではないだろうか。20世紀後半の

日本が駆けてきた希望の道（民主化と経済成長の

道）は1990年代に断ち切られたような気がする。

その事実を厳粛に認めたうえで、新たな希望の道

を示す必要がある。21世紀初頭の「痛みを伴う改

革」が悲観社会に堕したのは、それが希望のシナリ

オを伴わなかったからだ。

　均衡ある国土の発展、画一的な教育制度、終身

雇用によるセーフティーネット、世代間互助と所

得再分配による年金制度など、戦後日本社会の骨

格をなしてきたこれらの制度は、人口増大と大量

生産型工業社会を前提としたものである。しかし、

そうした前提は既に崩れている。前提が崩れれば、

その前提に基づく制度が維持できないのは自明で

ある。

　古い前提を基にした制度を対症療法的に手直し

すれば、別の問題を引き起こしかねない。問題は

さらに複雑化し、その対策に莫大なコストがかか

る。必要なことは、21世紀の科学技術の進歩を最

大限に取り込みつつ、新たな前提の下で社会全体

の最適化を図る仕組みを構築することだ。もちろ

ん、新しい仕組みへの移行には大きな痛みを伴う。

それを国民に求めるには、痛みに耐えた後の「希

望のシナリオ」を示す必要があるだろう。農環研

には『希望のシナリオ』作成につながる研究を期

待する。
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